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コスモポリタン都市ムンバイーとシヴ・セーナー党 (1) 
 

















 1966 年に、このムンバイー市を拠点としてシヴ・セーナー（Shiv Sena）という政党が結成さ
れた。ここでいう「シヴ」とは、プネーを中心にムガル朝とも対抗する一大勢力、マラーター










提議を受け、1995 年 11 月にこれを承認した｡(3) 翌 96 年 1 月には、インド国鉄の西部線・中央




 ムンバイーは現在インド最大規模の都市である。最初期の 7 つの島を埋め立てて 1 つの島と
した部分の北部（ターネー県）を除いた南部を大ムンバイ （ーBruhan Mumbai＝Greater Mumbai）
と称する。面積 438 ㎢、人口 11,914,398、人口密度 27,200/㎢（2001 年）であり、東京（面積 2,187













 全インド マハーラーシュトラ州 大ムンバイー市 
ヒンドゥー教徒 549,779,481 (82.6%) 51,109,457 (81.4%) 5,712,443 (69.3%) 
ムスリム 75,512,439 (11.4%) 5,805,785 (9.3%) 1,219,930 (14.8%) 
キリスト教徒 16,165,447 (2.4%) 795,464 (1.3%) 394,687 (4.8%) 
シク教徒 13,078,146 (2.0%) 107,255 (0.6%) 51,808 (0.2%) 
仏教徒 4,719,796 (0.7%) 3,946,149 (5.7%) 467,716 (6.3%) 
ジャイナ教徒 3,206,038 (0.5%) 939,392 (4.2%) 341,980 (1.5%) 
その他 2,766,285 (0.4%) 74,386 (0.7%) 54,017 (0.1%) 
（出所）Census of India 1981, Series 12, Maharashtra, Part 1 of 1984, Household Population by 
Religion of Head of Household   
― 3 ― 
［表２］ 言語別人口 
 マハーラーシュトラ州 大ムンバイー市 
マラーティー語 45,816,753 (72.6%) 3,789,698 (46.0%) 
ウルドゥー語 4,319,067 (6.9%) 778,504 (9.4%) 
ヒンディー語 4,147,199 (6.6%) 1,003,672 (12.2%) 
グジャラーティー語 1,684,323 (2.7%) 1,189,507 (14.4%) 
カーンデーシー語 1,076,246 (1.7%) ― 
テルグ語 936,928 (1.49%) 156,227 (1.9%) 
カンナダ語 920,108 (1.46%) 136,882 (1.7%) 
シンディー語 517,874 (0.8%) 195,080 (2.4%) 
タミル語 300,348 (0.5%) 211,584 (2.6%) 
マラヤーラム語 220,871 (0.4%) 135,129 (1.6%) 
パンジャービー語 184,053 (0.3%) 105,382 (1.3%) 
（出所）Census of India 1981, Series 1, Maharashtra, Part 1 of 1987, Household and Household 
Population by Language Mainly Spoken in the Household   
 
 インド独立直前の 1940 年代以降には、北西部のパンジャーブ、東部のベンガル、さらに南イ
ンドからも巨大な移民の流れが見られた。1941 年から 71 年の間に、ムンバイー市住民の 3 分







マラーティー語 42.8%、グジャラーティー語 19.1%、ウルドゥー語 9.8%、ヒンディー語 7.8%、
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１．シヴ・セーナーの出現とその背景 
 


























年 2 月に結成された統一マハーラーシュトラ会議（Samyukta Maharashtra Samiti＝SMS）は、共
産党からヒンドゥー・コミュナリズムの路線をもつ右翼政党である大衆連盟（現インド人民党
の前身）やヒンドゥー大連合に至る 11 の政党を含み、しかも連邦政府の方針を不満とする多く
の州会議派活動家もこれに加わった。1957 年に第 2 回総選挙が行われたが、言語州要求運動の
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中心であった西マハーラーシュトラ地域（ムンバイー市を含む）において、ローク・サバ （ー連
邦下院）で 22 議席中、会議派 2 議席、SMS 20 議席、州議会で 159 議席中、会議派 46 議席、
SMS 113 議席という結果が出たことは、この運動に対するマハーラーシュトラ人の熱意の高さ



















合組織にも及ぶなど、深刻な状況に置かれていた。また 1964 年の連邦首相 J. ネルーの死後（翌
年には後継首相のシャーストリーも急死）、国民会議派組織は主導権争いで揺らぎ、その影響は
マハーラーシュトラとその州都ムンバイーにも及んでいた。いわばある種の「政治的真空状態」
























にいかに非マハーラーシュトラ人の姓（例えば Shah や Patel）が多いかを指摘し、1965 年には
市内にある代表的企業の上級職の氏名を『マールミク』誌上に連載して、そうした企業の幹部
約 1500 人のうちマハーラーシュトラ出身者が 75 人しかいないと結論づけた。連載は市民の話
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の問題にも関わる。また大衆的なガネーシュ祭やシヴァージー祭その他文化的行事の準備にも
携わり、党と一般大衆の関係に一定の役割を果たす(14)。支部にはタークレーによってそれぞれ






























― 8 ― 
42 議席（当時の総議席 140）を獲得し、その後 1970 年代に後退を示しつつも、「はじめに」で
ふれたように 1985 年には 74 議席（当時の総議席 170）を得て市議会の第一党となった。 










たりした。そうした目的をもって 1972 年に創設されたのが住民権保護委員会（Sthanik 
















たためムスリムの人口が全体の 51％と多く、ヒンドゥーが 43%で、町議会（定数 31）も過半
数がムスリムであった。例年開催されるシヴァージー祭をきっかけに起こったヒンドゥー・ム
スリム間の衝突は近隣の町にも広がり、ムンバイーからも多くのサイニックが動員された。4
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日間で 300 人以上の死者と多数の負傷者、ほとんどがムスリム所有の多数の工場・建物が放火
され破壊された。この暴動にはセーナーのほかに RSS や大衆連盟など様々なヒンドゥー・コ














トロント在住の研究者 J. レーレーは 1970 年代における選挙でのセーナーの不調を挙げている。
確かにこの間のセーナーの選挙成績を見ると、ムンバイー市議会で 1968 年に獲得した 42 議席




翌年 4 月の市議会銀選挙で 74 議席（総議席 170）を獲得して、初めて会議派のそれを抜いた。
ただし 1980 年代半ば以降のセーナーの伸張には、その時期までにインドで起こった様々な事柄
が関連していることも考慮する必要がある。 




























でこれらの組織の存在が目立つようになり、1995 年段階で BKS の議長は、同組織はマハーラー
























んずくムンバイー市であった。とくに 1993 年 1 月に、セーナーはヒンドゥーの祭には不可欠の
大きな灯明（maha-arti）を捧げる儀式を市内各所の寺院や公道で展開し、集まった群衆を使嗾
してムスリム市民の居住区（mohalla）を襲撃した(32)。1 月 9 日付の『サームナー』は、第 1 面
で「国家は生き延びねばならない」の見出しの下に「この数日はわれわれのもの」という呼び
かけを行い、その「予言」通りムスリム企業・店舗、そして生命に対する組織的な襲撃が行わ
れた(33)。死者の数は 1500 人を超えた。 
 これ以後に行われた選挙で、セーナーは BJP との選挙提携を巧みに利用する形で勝利した。
1995 年の州選挙では、総議席 288 のうちセーナーと BJP は 136 議席（各 72 と 64 議席）を得て、
会議派の 85 議席を上回り、マハーラーシュトラ州に最初の非会議派州政権、同時にヒン
ドゥー・コミュナリズムを掲げる最初の政権が出現した。この州政権は 1999 年 10 月の選挙で
国民会議派と民族主義会議派の連立勢力に敗れるが、ムンバイー市政においてはセーナーと
BJP はその政権を失っていない。最近 2 回の市議会選挙の結果を掲げておく。前回に比べてセー 
 
 2002 年 2007 年 
シヴ・セーナー 104 83 
インド人民党（BJP） 36 28 
国民会議派 64 73 
民族国民会議派 14 14 
その他 9 29 
総議席 227 227 
［出所］The Indian Express, Jan. 3, 2007 および Frontline, Feb. 23, 2007, p. 34 






 インド系移民の子としてトリニダード・トバゴで育ったノーベル文学賞受賞者の V. S. ナイ
ポール（現在ロンドン在住）はムンバイーのシヴ・セーナーに強い関心を抱いたようである。
インドに関する彼の 2 番目の本『インド・傷ついた文明』（1977 年）で好意的な紹介をして以
来、何度かインドを訪れるごとにムンバイー（しばしばスラム）におけるセーナーについて取
材し、『インド・今や百万の反乱』（1990 年、邦題『インド・新しい顔』）でも個々のシヴ・サ


































ミュナリズムの姿勢であり、この点は盟友の BJP や RSS と共通する。比較的近いところでは、
1992-93 年のムンバイー暴動においてシヴ・セーナーが果たした醜悪ともいうべき役割につい
ては前章でふれた。この暴動の直後、1993 年 1 月 26 日に当時の会議派州政府によって任命さ
れたムンバイー高裁判事 B. N. シュリークリシュナは、多くの証人を呼び精力的な事件の調査
を続けたが、1995 年 3 月に発足したシヴ・セーナー=BJP 州政府は翌年 1 月にこのシュリーク
リシュナ調査委員会を解散させてしまった。この措置は世論と人権擁護諸組織の強い反対を受
けた。当時連邦政府の首相であった BJP の A. B. ワージペーイーさえもこれを黙視できず、調
査委員会の復活を求められた州首相 M. ジョーシーはこれを受け入れざるを得なかった。暴動
の中で逮捕され、1996 年 9 月に再開調査委員会に喚問されたシヴ・セーナーの議会議員団長









 上の諸点ともに、シヴ・セーナーを研究したフランスの社会学者 G. ユゼが「社会奉仕」と
呼ぶ「柔軟路線」で、住民の関心と支持を得ようとしてきたことにも留意しなければならない。
スポーツ・文化活動、子供への学習援助、救急医療活動などによって、サイニックたちが貧し










が、歴代のどの政権政党（州および市）も見るべき成果を上げてこなかった。1995 年 2 月の選





















（Maharashtra Navnirman Sena）を結成してシヴ・セーナーを去った。 
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 1992-93 年の暴動の経験を経て、部分的ではあれムンバイーにも反コミュナリズムの動きが
表面化してきた。市の警察長官 F. T. コライキーワーラーの主導の下に、一般市民が異常事態で
も冷静に対応できるように普段に宗教コミュニティ間の相互理解を育成する目的で、「よりよき
明日のための市民委員会」が設立されたことがきっかけとなった。これを受けて 1993 年 1 月か
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